
 

教 育 研 究 業 績  
                                   

                                      氏名  岩瀬 弘和 

学位: 博士（情報工学） 

      

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

情報学、人間医工学 
組み合わせ最適化、遺伝的アルゴリズム、カオス、生体情報・計測、 

ヒューマンインターフェース、機械学習 

主要担当授業科目 

ICTリテラシー1、 ICTリテラシー2、 情報リテラシーⅠ、 情報リテラシーⅡ、 

ICTスキルA（情報発信）、 ICTスキルB（画像処理）、 ICTスキルC（情報発信上級）、 

情報演習A（情報発信）、 情報演習B(検定資格対策)、 数理の基礎、 データサイエンス基礎 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事  項 年 月 日     概             要 

１ 教育方法の実践例 

1) 講義用HPの公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 課題提出システムの開発 

 

 

 

 

 

 

 

3) 「小テスト」システムの開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) タイピング練習システムの開発 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12年 4月～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 14年 4月～

現在 

 

 

 

 

 

 

平成 17年 4月～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月～

現在 

 

 

 

 

 

 

担当する全ての講義に対して、講義中に配布する資料（プリン

ト）やパワーポイント資料をWeb上に公開し、そのためのポー

タルサイトを立ち上げた（当初は無料ホームページスペースを

利 用 し て い た が 、 現 在 は 独 自 の ド メ イ ン

https://www.h-iwase.jp/を取得し、ポータルサイトとして利

用している）。配布資料・パワーポイント資料はPDF形式また

はHTML形式で公開しており、講義時間に制限せず「いつでも・

どこでも」閲覧できるため、学生の予習・復習の教材として大

きな効果を果たしている。 

 

 

担当する全ての講義に対して、課題・レポート等の提出をWeb

上で行えるシステムを開発した。このシステムを利用すること

により、学生が自宅等の大学外からインターネット経由で課題

を提出できるだけでなく、担当教員と学生は提出状況や提出日

時を確認できる大きなメリットが得られた。このシステムは上

記の講義用ポータルサイトにリンクされている。 

 

 

担当する全ての講義に対して、講義終了時に実施する「小テス

ト」をWeb上で行えるシステムを開発した。このシステムを利

用することにより、担当教員が受講者の理解状況を把握して次

回の講義内容の計画に反映させることができるとともに、学生

自身が講義中の理解度を知ることができ、講義へのモチベーシ

ョンを高めることに有用であることが示唆された。このシステ

ムは上記の講義用ポータルサイトにリンクされている。 

 

 

既存の多くのタイピング練習ソフト・システムは、漢字変換後

の日本語文章に対する正誤判定機能を有していない。そのた

め、仮名・漢字を含む日本語文章の正誤判定機能、および日本

語ワープロ検定（日本情報処理検定協会）の基準に合わせた採

点結果・認定段級の表示機能、さらには個人ごとの練習履歴を

グラフ化する機能を有する「日本語文章タイピング練習システ

ム」を開発した。 



 

 

5) 講義用HPの改訂 

 

 

 

 

 

平成 24年 4月～

現在 

 

 

 

1)の講義用HPを全面的に改訂した。具体的には、ログインID、

パスワードにより利用者を特定し、課題提出状況や小テスト実

施の履歴が個人ごとに閲覧できる機能を付加した。また、提出

物の採点結果についても個人ごとに閲覧可能とした。さらに、

4)のタイピング練習システムのユーザデータベースと連携し

て一元化を図った。この結果、独自の教育用管理システムの土

台が構築できた。 

 

 

２ 作成した教科書・教材 

 1) 講義資料の配布と公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) キャリアデザイン・ノート 

 

 

 

 3) キャリアデザイン講義資料集 

 

 

 

 4) 基礎演習・ディベートのためのテ

キスト（改訂版） 

 

 

平成12年4月～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年3月 

 

 

 

平成19年3月 

 

 

 

平成23年3月 

 

 

 

担当する講義において、教科書を指定していないものについて

は、毎回の講義開始時にＡ４判２～６ページ程度の講義資料を

配布するとともに、必要に応じてパワーポイント資料を作成

し、講義が円滑に実施できるように努めた。講義中に配布した

資料やパワーポイント資料は上記の講義用ポータルサイトに

講義日前に公開し、学生が予復習に役立てられるように配慮し

た。 

 

 

東京成徳大学の共通領域科目「キャリアデザイン」の学生配布

用テキストの分担執筆を担当した。 

 

 

東京成徳大学の共通領域科目「キャリアデザイン」の講義資料

集の分担執筆を担当した。 

 

 

東京成徳大学の共通領域科目「基礎演習」「ディベート」の学

生配布用テキストの編集・分担執筆を担当した。 

 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の

評価 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年7月 

平成25年7月 

平成27年7月 

 

 

学生を対象とした「授業評価アンケート」において授業の満足

度（5点満点）の項目に関して「非常に満足している（5点）」，

「満足している（4 点）」と回答した割合が高く、担当授業科

目について概ね 4.0以上の高評価を得ている。 

 

「情報演習D（画像処理）」総合4.76 

「情報演習D（画像処理）」総合4.65 

「情報演習D（画像処理）」総合4.78 

 

 

４ 実務の経験を有する者について

の特記事項 

 1) 東京成徳大学八千代キャンパス

公開講座（八千代市後援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年 

11月20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くらしに浸透するデジタル化の波」 

私たちのくらしにはデジタル化されたものが数多く存在し、そ

の技術の進歩には目覚ましいものがある。今回の講座では、「デ

ジタルとアナログの違い」から始まり、デジタル放送、電子書

籍、教育のデジタル化、ユビキタス・ネットワーク、クラウド・

コンピューティングなど、特に最近のニュースで見聞きするよ

うなトピックスを取り上げた。 

 



 

 2) TSUオープンカレッジ2011春期公

開講座 

 

 

 

 

 

3) 平成26年度 免許状更新講習 

 

 

 

 

4) 平成27年度 免許状更新講習 

 

平成23年5～7月 

 

 

 

 

 

 

平成26年 

8月6日 

 

 

 

平成27年 

8月7日 

 

 

 

「実務に役立つWord・Excelの活用術（全5回）」 

職場や実生活で役立つWord・Excelの技能を習得する講座を開

講した。Word に関しては、地図・表の作成、画像の挿入、段

組設定など、Excelに関しては、表計算の基本からグラフ作成、

関数の利用などを取り上げた。 

 

 

「授業・学級経営で使えるICT活用」 

視聴覚メディアの史的展開と ICT を取り巻く最近の状況を概

観した後、実際にパソコンを使い教材作成や校務遂行（学級経

営等）に役立つ演習を行なった。 

 

「授業・学級経営で使える情報機器」 

視聴覚メディアの史的展開と ICT を取り巻く最近の状況を概

観した後、学校紹介や授業中のグループ発表などで使えるプレ

ゼンテーションソフト Prezi の利用方法に関する講習を行な

った。 

 

 

５ その他 

 

  

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事  項 年 月 日     概             要 

１．資格、免許 

 第一種情報処理技術者 

 

 

平成７年７月 

 

情報処理に関する国家資格 

２．特許等 

 

 

  

３．実務の経験を有する者についての 

 特記事項 

 

  

４．その他 

 

 

  

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

 
著書、学術論文等の名称 
 

単著 
共著 
の別 

発行又は 
 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又は 
 
発表学会等の名称 

 
  概         要 
 

（著書）  

 

 

   

（学術論文） 

１．工程管理における要素

数分布の解析解についての

考察 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成8年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本経営数学会誌 

第18号，pp.29-37 

 

 

 

 

 

 

 

共著：岩瀬弘和、吉田健二、西村純 

工程管理において基礎となる1サイクル

中の要素数分布の厳密な解析解を求め

ることはできない。この要素数分布を求

めるのに、モンテカルロ・シミュレーシ

ョンを用いることが多いが、この場合、

統計的精度を高めるためには、かなりの

回数のシミュレーションを行なう必要



 

 

 

 

 

 

２．Evaluation of mental 

workload by variability 

of pupil area 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．投手の良い投球動作に

関する考察－熟練群と非熟

練群での投球動作の比較－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．Application of chaotic 

dynamics in EEG to 

assessment of mental 

workload 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．Extending Fitts' law 

to a three-dimensional 

pointing task 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成12年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成12年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成13年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成13年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IEICE Transactions on 

Information and 

Systems 

Vol.E83-D, No.5, 

pp.1187-1190 

 

 

 

 

 

 

 

人間工学 

第36巻6号，pp.299-309 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IEICE Transactions on 

Information and 

Systems 

Vol.E84-D, No.8, 

pp.1112-1119 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Human Movement Science 

Vol.20, No.6, 

pp.791-805 

 

 

 

 

 

 

 

があり、非常に時間がかかってしまう。

本研究では、ラプラス変換とエルミート

関数を使うことにより、この要素数分布

のかなり精度のよい解析近似解を得る

ことができた。 

 

共著：村田厚生、岩瀬弘和 

瞳孔は自律神経系の活動を反映するこ

とはよく知られている。自律神経系の活

動を反映する別の生理指標として、R-R

間隔の揺らぎが知られており、心拍変動

性に基づく、人間のメンタル・ワークロ

ードの評価が盛んに行なわれている。本

研究では、呼吸統制を実施して呼吸間隔

の影響を明らかにしながら、瞳孔面積の

揺らぎとR-R間隔の揺らぎの関連性を検

討した。 

 

共著：村田厚生、岩瀬弘和 

高速ビデオカメラを使った投手のピッ

チング動作に関する研究が数多く行な

われているが、それらは身体の各部位の

角度を分析した動作特性の解析にとど

まっている。本研究では、投球動作中の

人体各部位のエネルギーや角度、支点と

なる肩のばらつきを求め、これらと球

速、コントロールとの関係を明らかにし

た。また、これらを指標として、投手の

評価についての考察を行なった。 

 

共著：村田厚生、岩瀬弘和 

近年の研究結果から、脳波にはカオス的

特徴が見られることが明らかにされつ

つある。しかし、精神的作業負担を変化

させた場合の上で述べたカオスの評価

指標との関係に関する研究はこれまで

に行なわれていない。本研究では、精神

的作業負荷時の脳波を計測し、フラクタ

ル次元、第1リアプノフ指数などのカオ

ス特性量を計算した。作業負荷の増大に

伴う精神的な作業負担の変化をこれら

の指標によって評価できるかを検討し

た。 

 

共著：村田厚生、岩瀬弘和 

本論文では、3 次元空間内での移動を必

要とする2次元平面上のターゲットへの

ポインティング作業に着目し、ポインテ

ィング作業の困難度とポインティング

時間のモデル式の構築を目的とした。実

験結果から、移動軌跡の長さ、移動速度

ともにターゲットへの接近方向の影響

を大きく受けることが示された。そこ

で、2 次元ポインティング作業で使用さ



 

 

 

 

 

 

６．Chaotic features of 

rhythmic joint movement 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．リズミカルな関節運動

におけるカオス的特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．長時間のHMD装着作業

が平衡機能に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．生体情報処理手法を用

いた人間の動作・運動特性

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年9月 

 

 

 

 

 

 

 

IEICE Transactions on 

Information and 

Systems 

Vol.E85-D, No.7, 

pp.1175-1179 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間工学 

第38巻4号，pp.196-204 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子情報通信学会論文

誌A 

J85-A巻9号，

pp.1005-1013 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市立大学大学院 

情報科学研究科 博士

れるモデル式にこれらの要因を導入し、

3 次元ポインティング作業に適するモデ

ルへと改良した。これにより、モデルの

寄与率が向上し、提案モデルの有効性が

確認された。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

相対的に高い周波数の両腕屈伸運動に

おけるカオス性の存在の有無について

論じた。周期的な肘関節運動における振

幅や最大角速度といった基本的な測度

のほかに、自己相関関数、フラクタル次

元、第1リアプノフ指数を利用した。更

に、カオス的特徴量に対する周期的な肘

関節運動の周波数の影響についても調

べた。以上の結果から、人間の筋骨格系

における両腕リズム運動に含まれるゆ

らぎがカオス性を有することを明らか

にし、周波数が比較的高い随意運動にお

いてはカオス性の存在が消失すること

を示した。 

 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

上肢のリズミカルな屈伸運動を行わせ

たとき、肘関節の角度変化にカオス性が

存在することを示した。10名の右利きの

被験者に対して、屈伸運動時の右肘の関

節角度変化を測定した。屈伸運動のカオ

ス性は動作周波数の増加にともない強

くなる傾向が見られた。また、右利きと

左利きの被験者5名ずつに対して右腕と

左腕の屈伸運動を行わせた結果、肘関節

角度データのフラクタル次元および第 1

リアプノフ指数のいずれも利き腕の方

が高い値を示した。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

本研究では、フォースプレートによる重

心動揺の測定及び乗り物酔いに関する

主観評価の実施により、平衡機能に対す

る HMD 装着時の 3D ゲームへの長時間没

入の影響を明らかにすることを目的と

した。また、重心動揺におけるカオス的

特徴を調べ、重心動揺との関係について

分析した。この結果、 HMDを使用した長

時間の没入は姿勢不安定と乗り物酔い

の症状を悪化させることが明らかにな

った。また、HMD 装着作業を長時間行う

ことにより、重心動揺におけるカオス性

が変化することが確認された。 

 

本研究では、測定した生体情報に潜む有

益な情報を引き出し、人間の動作・運動



の解析に関する研究（学位

論文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．非線形時系列とカオス

解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．3次元空間での移動を

要するポインティング作業

へのFittsの法則の拡張モ

デル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．視覚情報が重心動揺の

カオス性に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．Design proposals to 

assist older adults in 

using a computer mouse 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成15年1月 

 

 

 

論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ロジスティクスシ

ステム学会誌 

第3巻1号，pp.3-16 

 

 

 

 

 

 

 

電子情報通信学会論文

誌A 

J85-A巻11号，

pp.1336-1346 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間工学 

第38巻6号，pp.308-315 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IEICE Transactions on 

Information and 

Systems 

Vol.E86-D, No.1, 

特性を明らかにすることを目的とした。

特に、本研究では人間の行う様々な動作

や運動のうち姿勢制御（反射運動）、リ

ズム運動、ポインティング動作、および

スポーツ動作（投球動作）を取り上げた。

これらの動作データに対して生体情報

処理手法を適用することにより人間の

動作・運動特性を解明し、人間工学の分

野を始めとする実用的な応用面につい

て論じた。 

 

本論文では、まず、具体的なモデル式を

利用してカオス現象とその特徴につい

て説明している。次に、実験等において

実際に観測される時系列データに対す

るカオス解析の手法について述べてい

る。さらに、これまでに筆者が行ってき

た人間工学分野における研究の中で、生

体時系列データに対してカオス解析を

行ってきた具体例を示している。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

本論文では、3 次元空間内での移動を必

要とする2次元平面上のターゲットへの

ポインティング作業に着目し、ポインテ

ィング作業の困難度とポインティング

時間のモデル式の構築を目的とした。実

験結果から、移動軌跡の長さ、移動速度

ともにターゲットへの接近方向の影響

を大きく受けることが示された。そこ

で、2 次元ポインティング作業で使用さ

れるモデル式にこれらの要因を導入し、

3 次元ポインティング作業に適するモデ

ルへと改良した。これにより、モデルの

寄与率が向上し、提案モデルの有効性が

確認された。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

生体から得られる様々な情報に対して

カオス解析が行なわれており、それらが

カオス現象を示しているという報告が

数多くされている。重心動揺もその一つ

であるが、カオス性については賛否両論

である。本研究では、片足直立姿勢と両

足直立姿勢の重心動揺を測定してカオ

ス解析を行ない、それぞれのカオス的特

徴量（フラクタル次元、リアプノフ指数）

を求め、姿勢における違いが見られるか

を考察した。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

近年の IT の急速な発展に伴い高齢者の

パソコン利用率も増加している。しか

し、パソコン操作で使用されるマウスに
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関しては高齢者にとって操作性のよい

ものではないと考えられる。本研究で

は、若年者、中高年、高齢者の各年齢層

におけるマウスの操作性の相違につい

て、作業時間やエラー率を中心とした分

析を行った。実験結果から、高齢者のマ

ウス操作における特徴及び高齢者にと

って操作のし易いインタフェイスにつ

いて考察した。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

現在、タッチパネルは多くの場所で利用

されており、誰でも（特に、高齢者にも）

簡単に利用できるタッチパネルインタ

フェイスの設計が必要とされている。本

研究では、若年者、中高年、高齢者の各

年齢層に対してマウスとタッチパネル

のパソコン上での操作性の相違につい

て作業時間やエラー率を中心とした分

析を行った。実験結果から、パソコンで

のポインティング作業における高齢者

にとってのタッチパネルの有用性につ

いて論じた。 

 

共著：岩瀬弘和、北岡正敏 

本論文では、タッチ画面におけるターゲ

ット形状やターゲット面積とその操作

特性との関係について調べた。実験結果

から、ポイント精度は正方形ターゲット

が最も高いことが示された。また、ター

ゲット形状に関わらず 90％以上のポイ

ント精度を得るためには一辺の長さを

12mm以上にする必要がある、などの基礎

的研究成果を取得できた。 

 

共著：Juvy Balingit、岩瀬弘和、北岡

正敏 

本研究では、あらかじめ作業を行う前に

荷役運搬作業における作業条件から人

体モデルと基本作業姿勢を用いて作業

中の姿勢を予測する方法を検討した。具

体的には、人体モデルと9種類の基本姿

勢を用いて、荷役作業に関する作業姿勢

を推論する手順を示した。作業姿勢の変

化は間接角度の変化を多項式により表

現して人体モデルから計算式で求めた。

この結果を利用し、ＯＷＡＳ法の作業姿

勢コードを生成する方法を提案した。 

 

共著：岩瀬弘和、Juvy Balingit、北岡

正敏、村田厚生 

適切なヒューマンコンピュータインタ

ラクションを設計する場合、VDT 作業中

のストレス評価は非常に重要である。こ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18．2次元ポインティング

作業におけるFittsの法則

の改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19．荷役作業の設計と再設

計に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20．捻り動作を含む荷物持

ち上げ作業における3次元

動作解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成16年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成16年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測自動制御学会論文

集 

第40巻9号，pp.881-889 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ロジスティクスシ

ステム学会誌 

第5巻1号，pp.39-52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間工学 

第41巻2号，pp.77-88 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れまで、ストレス評価に関する研究は数

多く行なわれてきたが、有効な方法はま

だ確立されていない。本研究では、長時

間のVDT作業中における眼調節力と瞳孔

面積を測定し、カオス解析を行なうこと

で、作業時間とカオス的特徴量との関係

について調べた。その結果、作業時間の

増加と共にフラクタル次元の減少傾向

が見られたため、フラクタル次元によっ

てVDT作業におけるストレス評価の可能

性が示唆された。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生、北岡正敏、

Juvy Balingit 

Fitts の法則は人間の動作時間を推定す

る精度のよいモデルであり、１次元動作

のモデルとしては非常に優れているが、

２次元ポインティング作業における予

測モデルとしては精度が悪いことが知

られている。本研究では、Fitts の法則

の改良式であるMacKenzieのモデルを修

正した新たなモデルを提案し、その有効

性について検証した。 

 

共著：Juvy Balingit、岩瀬弘和、北岡

正敏 

流動数曲線から荷役作業の発生の要因

を明らかにした。まず、荷役作業の工数

を検証し、作業改善の特性について検討

した。次に、7 つの基本人体モデルを用

いてAyoubらが提案している荷役作業の

困難度指標（JSI）の式を計算する方法

を示した。さらに、JSI を用いて荷役作

業の改善法を提案した。一方、複数課業

の場合における荷役作業の評価に NIOSH

方程式を適用した。そして、JSIとNIOSH

方程式を比較して荷役作業への適用方

法について検討した。 

 

共著：Juvy Balingit、岩瀬弘和、北岡

正敏 

本研究では、捻り動作を含む荷物持ち上

げ作業における身体各部位の運動変数

を算出し、作業条件がそれらに及ぼす影

響について調べた。本研究の結果から、

捻りを伴う荷物持ち上げ動作の特徴と

して、基準化時刻 20%から荷物の床から

の持ち上げが開始され、基準化時刻 30%

から作業者を中心とした荷物の回転移

動が開始され、基準化時刻 70%から荷物

を台の上に置く動作が開始されること

が明らかとなった。さらに、初期距離は

上肢の角度等に、高さは腰の伸展角度等

に、重さは体幹の傾斜角度等に影響を及
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ぼすことが示唆された。 

 

共著：岩瀬弘和、北岡正敏 

階層型神経回路網の構造決定において

バックプロパゲーション学習を適用す

る場合、回路網の層数や各層のユニット

数のみならず、学習係数や慣性項の係数

などの各種パラメータの値は、経験によ

り決められているのがほとんどである。

本研究では、PfGAを階層型神経回路網に

おけるパラメータ値決定問題へ適用す

ることを提案した。学習対象として XOR

問題および3ビットのパリティチェック

問題を取り上げた。シミュレーション結

果から、これまでの研究で用いられてき

たパラメータ値と比較することにより、

本手法の有効性を示した。 

 

共著：村田厚生、岩瀬弘和 

タッチ画面のユーザビリティに関して、

若年者、中高年、高齢者の３グループの

比較を行った。また、タッチ画面のパフ

ォーマンスモデルに関して、従来の推定

モデルを改良した。実験結果に基づき、

年齢層によるパフォーマンスに違いが

表れないような、すなわち、高齢者にと

っても使いやすいタッチ画面の設計に

関するガイドラインの提案を行った。 

 

共著：Juvy Balingit、岩瀬弘和、北岡

正敏 

荷役作業姿勢を3次元動作解析装置で測

定し、得られた3次元データから作業姿

勢を解析した。16通りの作業条件におけ

る関節角度のデータから補間法を用い

て、各種の作業条件にともなう作業姿勢

を近似式から求める方法を示した。次に

VRMLにより人体モデルを作成し、変換し

た関節角度のデータを用いて荷役作業

の姿勢をアニメーションで表示する方

法を提案した。この結果、作業前にあら

かじめ作業条件がわかっているとき近

似式により関節角度を計算し CG により

補間する方法を示すとともに、OWASコー

ドの生成法についても検討した。 
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正敏 

本研究では、捻り動作を含む荷物持ち上

げ作業における身体各部位の動力学変

数を算出し、作業条件がそれらに及ぼす

影響について調べた。実験結果から、捻

りを伴う荷物持ち上げ動作の特徴とし

て、腰の捻り動作開始直後において作業
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者への身体への負荷は最も大きくなる

こと、捻り角度が大きいほど腰部に掛か

る負荷も大きくなることが明らかとな

った。作業条件の変化は腰椎への負荷に

大きく影響することが示された。 

 

光ケーブル網など各施設を結ぶネット

ワークを構築する際に，総長が最短にな

るネットワークを求める問題を最短ネ

ットワーク問題という。本論文では，関

数最適化問題で利用されているパラメ

ータフリー遺伝的アルゴリズム（PfGA）

を適用して解の探索回数を大幅に減ら

し，最適または準最適なネットワークを

求める方法を提案する。既存の PfGA に

改良を加え，また，領域分割を行うこと

により，多数施設の場合でも短時間で優

良解が得られることを示す。 

 

共著：川合治男、福山裕宣、岩瀬弘和、

半田勝久 

本論文では、2005年度から4年間にわた

り東京成徳大学の新入生を対象として

実施してきたコンピュータに関するア

ンケートに基づき、コンピュータ・リテ

ラシーの変化、教科「情報」の履修状況、

家庭の PC 保有状況、パソコン関連資格

の取得状況等を明らかにするとともに、

教科「情報」の履修や家庭の PC 環境、

パソコン関連資格の取得を要因とする

コンピュータ・リテラシーの相違につい

て分析した結果を報告する。 

 

本論文では、デバッギング作業コストと

メンテナンス作業コストの総和が最小

となる故障率（目標故障率）を求める方

法を提案する。具体的には、尤度関数を

用いてモデル式におけるパラメータを

推定し、目標故障率およびメンテナンス

回数の最適値を算出する方法を提案す

る。また、一般的な生産ラインシステム

を考慮し、故障がランダムに発生すると

仮定したシミュレーションを行い、提案

手法の有効性について検証する。 

 

共著：岩瀬弘和、村田厚生 

本研究では、荷物の保持作業時における

重心動揺を測定し、身体的作業負荷が姿

勢安定に及ぼす影響について調べるこ

とを目的とした。荷物の重さ及び荷物を

保持する高さを実験要因として重心動

揺を計測し、重心動揺の基本測度及び重

心動揺の時系列データにおけるカオス

的特徴量を算出した。その結果、荷物を
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保持する高さが高くなるにつれて、重心

動揺の平均移動速度は増加し、第1リヤ

プノフ指数は減少する傾向が認められ

た。また、荷物の重さが重くなるにつれ

て、フラクタル次元は減少する傾向が認

められた。以上の結果から、身体的作業

負荷が重心動揺のカオス的特徴量に変

化を及ぼすことが明らかとなった。すな

わち、重心動揺のカオス的特徴量は身体

的作業負担の評価指標となる可能性が

あることが示唆された。 

 

共著：川合治男、福山裕宣、岩瀬弘和、

半田勝久 

高等学校の教科「情報」が必修となった

ことにより、2006年度以降、大学入学前

に情報教育を受けている学生が入学し

てきている。大学在学中の勉学において

基本的なコンピュータスキルの習得は

前提となりつつある。そのため、入学時

点での学生のコンピュータ・リテラシー

を把握し、必要最低水準に達していない

学生の能力を引き上げることが必要不

可欠である。本研究では、5 年間のアン

ケートデータに対して項目反応理論に

よる解析を行う。アンケートにおける各

項目の特性や能力値の推定結果を示し、

使用したアンケート項目の妥当性やア

ンケート全体の測定精度、能力値とアン

ケートとの相関などについて考察する。 

 

本研究で扱うフローショップスケジュ

ーリング問題は、ジョブ開始前の段取替

時間を含み各ジョブの納期が異なる場

合を想定する。この問題を解決するため

にはジョブのロット分割が有効である

が、それによって最適スケジュールを求

めるための計算回数はジョブの数や分

割数の増加に伴い膨大なものとなり、厳

密解を求めることはできない。本研究で

は、この問題の近似解法として三つの発

見的手法（焼きなまし法、タブー探索法、

遺伝的アルゴリズム）を適用する。それ

ぞれの手法におけるシミュレーション

の結果を比較することで、本問題に対す

る各発見的手法の特徴を明らかにし、よ

りよい問題解決の糸口を探ることを目

的とする。 

 

本研究では、以下の四つの機能を有する

日本語入力練習システムを開発した。

(1) いつでもどこでも利用できるよう

にウェブブラウザ上で動作する。(2) 漢

字変換された文章の採点（正誤判定）が



 

 

 

 

 

 

 

 

32. フローショップスケジ

ューリング問題における発

見的探索アルゴリズムの比

較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33. 納期の異なるフローシ

ョップ・スケジューリング

問題への遺伝的局所探索法

の適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34. 最短ネットワーク問題

に対するヒューリスティッ

ク解法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35. 時間枠制約付き配送計

画問題に対するヒューリス

ティック解法 
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可能である。(3) 利用者ごとに練習履歴

が保存される。(4) 日本情報処理検定協

会主催の日本語ワープロ検定の採点基

準に合わせた結果が表示される。また、

本システムを「情報入門I」（1年次前期

必修）の授業で利用し、その練習効果に

ついて分析を行った。 

 

本研究では、納期の異なるフローショッ

プスケジューリングに対してロット分

割を行い、その近似解法として三つの発

見的探索法（焼きなまし法（SA）、タブ

ー探索法（TS）、人口蜂コロニー（ABC）

アルゴリズム）を適用する。その際、各

探索法において不可欠である「局所近傍

への遷移アルゴリズム」としてシフト操

作と二点入替のハイブリッド法を使用

する。三つの発見的探索法におけるシミ

ュレーションの結果を比較することで、

本問題に対する各探索法の特徴につい

て考察する。 

 

 

本研究では、ジョブの開始前において段

取替時間を含み、かつ、各ジョブの納期

が異なるフローショップ・スケジューリ

ング問題に対して、近似解法として遺伝

的局所探索法（Genetic Local Search: 

GLS）を適用する。GLSは遺伝的アルゴリ

ズム（GA）と局所探索法（LS）を組み合

わせたアルゴリズムである。GLS と他の

発見的探索法（タブー探索法（TS））と

の比較を行い、フローショップ・スケジ

ューリング問題に対する解法として GLS

が有効であることを示す。 

 

 

本研究では、最短ネットワーク問題に対

して解表現の中に部分集合の分割位置

を示す遺伝子要素を導入することで、等

間隔領域分割による解法で見られた1領

域内における施設数のバラツキを抑え

る工夫をしている。提案手法の有効性を

示すために、ランダムに発生させた施設

点集合を用いて数値実験を行い、施設点

集合の数が多い場合においても適用可

能であることを示すとともに、提案手法

の有効性と利便性について検討する。 

 

 

本論文では、時間枠制約付き配送計画問

題に対する最近傍法により得た解を初

期解として利用し、従来手法である経路

内操作、経路間操作に加え、新たな手法



 

 

 

 

 

 

 

36. ホップフィールド型ニ

ューラルネットワークにお

けるパラメータの影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

37. 畳み込みニューラルネ

ットワークにおけるパラメ

ータの影響 

 

 

 

 

 

 

 

38. 人工蜂コロニーアルゴ

リズムにおけるパラメータ

の影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39. 最適化問題における進

化的計算アルゴリズムの比
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である経路分割-結合操作を適用するこ

とにより、解を改善するアルゴリズムを

提案した。提案手法をベンチマーク問題

に適用し、数値実験によりその有効性を

確認した。 

 

 

本研究では、相互結合型ニューラルネッ

トワークの代表的なものであるホップ

フィールド型ニューラルネットワーク

を巡回セールスマン問題（Traveling 

Salesman Problem: TSP）に適用した。

その際に二つの解法を用いて基礎的な

数値実験を行い、各種パラメータが最適

解の獲得にどのように影響を及ぼすの

かについて調べた。 

 

 

本研究では、MNIST という手書き数字の

画像データを対象として畳み込みニュ

ーラルネットワークによる学習を行い、

テストデータによる認識（数字の判別）

を行なった。その際に畳み込みニューラ

ルネットワークにおける各種パラメー

タがテストデータに対する認識精度に

どのような影響を及ぼすのかについて

調べた。 

 

本研究では、人工蜂コロニー(ABC)アル

ゴリズムを代表的な四つのベンチマー

ク関数に適用し、目的関数のタイプ（単

峰性・多峰性、変数分離可能・不可能）

の違いによる最適解への収束状況につ

いて調べた。また、ABC アルゴリズムに

より得られる最良解への各種パラメー

タによる影響についても調べた。その結

果、目的関数のタイプによって解の収束

状況に特徴がみられることや各種パラ

メータが及ぼす最良解への影響はそれ

ぞれ異なることが明らかとなった。 

 

本研究では、代表的な四つのベンチマー

ク関数（Sphere関数、Rosenbrock関数、

Griewank関数、Rastrigin関数）に対し

てABCアルゴリズム、PSOアルゴリズム、

HM アルゴリズムの三つのアルゴリズム

を適用し、それぞれの関数が有する特性

の違い（単峰性・多峰性、変数分離可能・

不可能）による最適解への収束状況を数

値実験により解析した。それぞれのアル

ゴリズムにおける各種パラメータの影

響、および三つのアルゴリズムの最適化

問題に対する有効性について検討した。 

 



40. 機械学習回帰モデルの

比較研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41. バンディット問題のア

ルゴリズムに関する基礎研
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本研究では、教師あり学習の機械学習モ

デルとして利用されることの多い線形

回帰モデル、Ridge 回帰モデル、Lesso

回帰モデル、決定木モデル、ランダムフ

ォレスト、XGBoost、LightGBM の七つの

モデルを利用する。対象データとしては

既存のデータセット（カリフォルニアの

住宅価格）を使用し、各機械学習モデル

における特徴や性能について比較を行

った。その結果、アンサンブル学習を行

うランダムフォレスト、XGBoost、

LightGBMの性能が高いことが示された。

さらに決定係数 R2 や RMSE（Root Mean 

Square Error）の比較結果から、LightGBM

やXGBoostは汎化性能が高いこと、決定

木モデルは過学習の度合いが大きいこ

となどが確認できた。 

 

本研究では、強化学習の中でもシンプル

な問題のひとつであるバンディット問

題（Bandit Problem）を対象として、そ

の代表的な解法であるε-greedy法、UCB 

(Upper Confidence Bound) 、 Tompson 

Samplingの三つの方法に着目し、それら

の特徴について調べるとともに、性能に

ついての比較を行なった。各アルゴリズ

ムにおけるステップ数（時刻 t）と平均

報酬（勝率）の関係や報酬総量の平均、

標準偏差、最大、最小の各値、および報

酬総量の分布を調べることで、各アルゴ

リズムの特徴や性能が明らかとなった。 
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ポインティング作業における移動距離、

ターゲットサイズ、移動方向を実験条件

として、視線入力システムにおけるパフ

ォーマンスモデルを構築した。若年者、

中高年、高齢者を対象として、視線入力

システムおよび PC マウスによるポイン

ティング作業の比較実験を行なった。高

齢者に関しては視線入力システムのほ

うが有意に入力精度が高く、入力時間も

短いことが確認された。 
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配送センターの管理に物流管理指標が
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１．シンチレーティング・

ファイバーによる一次電子

観測II －モニターシス

テム－ 

 

２．工程管理における要素

数分布の解析解についての

考察 

 

３．遺伝的アルゴリズムを

用いた最短ネットワーク問

題の解法 

 

４．最短ネットワーク問題

へのGAの適用 

 

 

５．工程管理における要素

数分布の解析解についての
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６．投手の投球動作の評価

法に関する研究 

 

 

 

７．捕手の送球の3次元動
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「大気球シンポジウム」

平成6年度，宇宙科学研

究所，pp.80-83 

 

 

「第17回全国大会報告

要旨」，日本経営数学会 

 

 

「春季研究大会予稿集」

平成7年度，日本経営工

学会，pp.106-107 

 

「秋季研究大会予稿集」

平成7年度，日本経営工

学会，pp.214-215 

 

「第18回全国大会報告

要旨」，日本経営数学会，

pp.77-83 

 

「日本人間工学会第38

回大会講演集」第33巻，

日本人間工学会，

pp.312-313 

 

「日本人間工学会第38

回大会講演集」第33巻，

日本人間工学会，

pp.314-315 

 

第41回システム制御情

報学会研究発表講演会

講演論文集，システム制

御情報学会，pp.391-392 

 

「第6回計測自動制御

ある。管理指標は配送センターの日常の

管理に利用されているが、従来の統計的

なシュハート型管理図では検出力が落

ちるため配送センターの日常の管理に

有効に適用できない。この研究はEIQ表

とPCB表から基準となる配送センターの

基準規模を決める方法を提案した。次に

現状のデータを管理図に適用するため

累積和管理図（CUCUM）を適用して管理

することの有効性と多変量管理図を併

用することを実際のデータから検証し

た。 
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づく精神的な作業負担の評
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10．投球動作のバイオメカ

ニックス －ワインドアッ

プとセットポジションの比
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11．重心動揺におけるカオ

ス的特徴 

 

 

 

12.認知工学的原則を用い

た画面設計 
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テムにおける視覚的干渉 

 

 

 

14．スポーツビジョンと打

撃能力の関係について 

 

 

 

15．リリースポイントによ

る投手の投球動作の傾向分
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16．階層型神経回路網の構

造決定におけるPfGAの有

効性 

 

 

 

17．2次元ポインティング

作業における有効ターゲッ

ト幅 

 

 

18．アイコンの認知特性に

関する研究 －わかり易い

アイコンの設計－ 

 

 

19．ネットワーク理論によ

る生産ラインのシステム記
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学会中国支部学術講演

会論文集」平成9年度，

計測自動制御学会中国

支部，pp.32-33 

 

「第6回計測自動制御

学会中国支部学術講演

会論文集」平成9年度，

計測自動制御学会中国

支部，pp.220-221 

 

「日本人間工学会第39

回大会講演集」第34巻，

日本人間工学会，

pp.172-173 

 

「日本人間工学会第39

回大会講演集」第34巻，

日本人間工学会，

pp.188-189 

 

「日本人間工学会第39

回大会講演集」第34巻，

日本人間工学会，

pp.190-191 

 

「日本人間工学会第39

回大会講演集」第34巻，

日本人間工学会，

pp.464-465 

 

「日本人間工学会第39

回大会講演集」第34巻，

日本人間工学会，

pp.466-467 

 

「第7回計測自動制御

学会中国支部学術講演

会論文集」平成10年度，

計測自動制御学会中国

支部，pp.260-261 

 

「日本人間工学会第40

回大会講演集」第35巻，

日本人間工学会，

pp.334-335 

 

「日本人間工学会第40
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日本人間工学会，
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「秋季研究大会予稿集」
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述と評価に関する研究 

 

 

20．ファジィ積分によるリ

サイクル部品の評価に関す

る研究 

 

21．製品のリサイクル作業

における分解作業に関する

研究 

 

 

22．製品のリサイクル性の

評価と信頼性に関する研究 

 

 

23．Work posture 

classification model in 

manual material handling 

 

24．シラバスの電子・映像

化と学内LANによるその視

聴 －マルチメディア教育

システムを利用して－ 

 

25．A Research on 

Three-Dimensional Motion 

Analysis and Computer 

Graphic Human Body Model 

Representation of Manual 

Material Handling Posture 

 

26．講義補完型マルチメデ

ィア教育システムの構築と

その運用に関する研究 

 

 

27．マルチメディアシラバ

スと連動した授業ポータル

サイトの構築と運用 

 

 

28．配送センターにおける

不規則な出荷データのため

の管理図に関する研究 

 

 

29．不規則な出荷特性のあ

る製品の灰色理論による在

庫管理 

 

 

30．教員－学生間連絡シス

テムの構築と運用 －マル
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工学会，pp.234-235 

 

 

「春季研究大会予稿集」

平成14年度，日本経営

工学会，pp.164-165 

 

「第5回全国大会予稿

集」，日本ロジスティク

スシステム学会，

pp.225-228 

 

「秋季研究大会予稿集」

平成14年度，日本経営

工学会 

 

「秋季研究大会予稿集」

平成15年度，日本経営

工学会 

 

「大学情報化全国大会」

平成16年度，私立大学

情報教育協会，pp.92-93 

 

 

「秋季研究大会予稿集」

平成16年度，日本経営

工学会 

 

 

 

 

「大学情報化全国大会」
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「大学情報化全国大会」
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「第10回全国大会予稿

集」，日本ロジスティク

スシステム学会，

pp.18-21 

 

「第10回全国大会予稿
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スシステム学会，
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「大学教育・情報戦略大

会」平成19年度，私立
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チメディアシラバスを利用

して－ 

 

31. 製品保障の経済モデル

に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32. 待ち行列理論による物

流機器メインテナンスに関

する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33. 生産工程を考慮した製

品プラットホーム化に関す

る研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34. 製品のプラットホーム

化における部品共有化に関

する研究 
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第11回日本ロジスティ

クスシステム学会全国

大会 
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「第12回全国大会予稿

集」，日本ロジスティク

スシステム学会，

pp.87-90 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第12回全国大会予稿

集」，日本ロジスティク

スシステム学会，

pp.91-94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著：古川智士，北岡正敏, 岩瀬弘和 

本研究では，欠陥修復作業コストと保守

管理作業コストの総和が最小となる故

障率を求める方法を提案する。そのため

に，先ず欠陥修復作業の故障率の推移を

モデル化する。また，実際にフリーフロ

ー型の自動化組み立てライン上に設置

された部品供給装置を用いて実験・考察

し，予想故障時間モデルを用いたシミュ

レーションによる検証を行う。そして，

欠陥修復作業コストと保守管理作業コ

ストの総和式を各モデルから導出し，目

標故障率とコストの間にあるトレード

オフ関係を示す。 

 

共著：北岡正敏，丹下敏, 岩瀬弘和 

自動倉庫や自動選果設備の開発・設計・

製作に伴うアフターサービスやメンテ

ナンス・改良工事を実施するためのメン

テナンス作業は必要不可欠である。従来

は，過去に培われた開発・設計・生産技

術，生産管理の経験に基づいて行われて

いた。本研究では，それらの各種物流機

器のメンテナンスに対応させるシステ

ムの構築方法として待ち行列理論を適

用する。これにより，理論的な最適・準

最適なシステム構築を容易に行うこと

が可能となった。 
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瀬弘和 

製品のコスト削減において、同じ生産ラ

インの工程で生産をおこなうことが広

く利用されている。ここでは、製品の組

み立て作業において同じラインの中を

どのように流すかについて新しい方法

を提案した。生産工程に投入する部品を

無駄な時間を無くしておこなう方法を

示した。この研究では洗車機を用いて提

案した方法の有効性を示した。 

 

共著：北岡正敏，三澤大樹，中村塁，岩

瀬弘和 

この研究では工程別に部品共有化をお

こなうためのアルゴリズムを提案した。

そのための方法を GT の方法で部品をコ

ード化し、部品をデータベースに格納し

工程別に類似部品を求めるアルゴリズ

ムを提案した。そして、従来の部品共有

化指標の問題点を明らかにし、新しい方

法を提案した。提案した方法の有効性に



 

 

35. 3DCGと離散解析法によ

る生産自動化システム構築

に関する研究 
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ついて洗車機を用いて検証した。 
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瀬弘和 

3DCG により自動生産ラインを表示する

ために新しく離散解析法を用いたアル

ゴリズムを提案した。生産ラインの動き

を離散状態と状態遷移で表し、VRML言語

に変換して 3DCG で表示するためのアル

ゴリズムを開発した。 

 
 
 


